
 

 

資料２

南 相 馬 市 条 例 第  号  

 

南 相 馬 市 災 害 時 に お け る 相 互 支 援 に 関 す る 条 例 （ 案 ）  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 法 令 に 定 め る も の の ほ か 、 気 象 災 害 、 地 震 災

害 、 津 波 災 害 、 原 子 力 災 害 又 は そ の 他 大 規 模 な 災 害 が 発 生 し た 場

合 （ 以 下 「 災 害 時 」 と い う 。 ） に お け る 市 区 町 村 間 の 相 互 の 支 援

（ 以 下 「 相 互 支 援 」 と い う 。 ） に 関 す る 基 本 的 事 項 を 定 め る こ と

に よ り 、 災 害 か ら 市 民 の 生 命 、 身 体 及 び 財 産 を 保 護 す る と と も

に 、 被 災 し た 市 区 町 村 に 対 す る 支 援 を 迅 速 か つ 円 滑 に 実 施 で き る

体 制 を 整 備 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ

ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

(1)  災害  災 害 対 策 基 本 法 （ 昭 和 ３ ６ 年 法 律 第 ２ ２ ３ 号 ） 第 ２ 条

第 １ 号 に 規 定 す る 災 害 及 び 原 子 力 災 害 対 策 特 別 措 置 法 （ 平 成 １

１ 年 法 律 第 １ ５ ６ 号 ） 第 ２ 条 第 1 号 に 規 定 す る 原 子 力 災 害 を い

う。  

(2)  市民  市 内 に 住 む 人 、 市 内 で 働 く 、 又 は 学 ぶ 人 及 び 市 内 に 事

務 所 を 有 す る 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 を い う 。  

（ 相 互 支 援 の 推 進 ）  

第 ３ 条  南 相 馬 市 長 （ 以 下 「 市 長 」 と い う 。 ） は 、 相 互 支 援 が 円 滑

に 実 施 さ れ る よ う に す る た め 、 市 が 他 の 市 区 町 村 か ら の 支 援 を 受

け る 場 合 及 び 市 が 他 の 市 区 町 村 へ の 支 援 を 行 う 場 合 の 具 体 的 な 方

針 に つ い て 、 あ ら か じ め 定 め る も の と す る 。  

２  市 長 は 、 災 害 時 の 円 滑 な 連 携 を 図 る た め 、 前 項 の 協 定 を 締 結 し

た 市 区 町 村 （ 以 下 「 協 定 先 自 治 体 」 と い う 。 ） と の 交 流 の 促 進 に

努 め る も の と す る 。  

（ 災 害 時 の 支 援 の 要 請 ）  

第 ４ 条  市 長 は 、 市 の 区 域 に お い て 災 害 が 発 生 し 、 市 民 の 生 命 、 身

体 及 び 財 産 を 保 護 す る た め 市 独 自 で は 十 分 な 応 急 措 置 が 実 施 で き

な い と き は 、 協 定 先 自 治 体 に 対 し 支 援 を 要 請 す る も の と す る 。  

（ 協 定 先 自 治 体 へ の 支 援 ）  
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第 ５ 条  市 長 は 、 被 災 し た 協 定 先 自 治 体 か ら 支 援 の 要 請 を 求 め ら れ

た と き は 、 特 段 の 事 情 が あ る 場 合 を 除 き 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 支 援

を 行 う も の と す る 。  

(1)  食 料 や 水 な ど の 生 活 必 需 品 の 提 供  

(2)  防 災 資 機 材 等 の 提 供 又 は 貸 与  

(3)  物 資 及 び 防 災 資 機 材 等 の 輸 送  

(4)  被 災 者 の 一 時 受 入 れ  

(5)  災 害 応 急 対 策 等 に 従 事 す る 職 員 の 派 遣  

(6)  そ の 他 市 長 が 特 に 必 要 と 認 め る 支 援  

２  市 長 は 、 前 項 の 支 援 を 行 う と き は 、 被 災 し た 協 定 先 自 治 体 の 負

担 を 軽 減 す る た め 、 主 体 的 に 、 被 災 状 況 及 び 必 要 な 支 援 に つ い て

把 握 す る よ う 努 め る も の と す る 。  

（ 他 の 協 定 先 自 治 体 と の 連 携 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、 前 条 の 支 援 を 行 う と き は 、 被 災 し た 協 定 先 自 治 体

以 外 の 他 の 協 定 先 自 治 体 に 対 し 、 市 と 連 携 し た 支 援 を 行 う こ と を

要 請 す る こ と が で き る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 要 請 に 応 じ た 協 定 先 自 治 体 に 対 し 、

支 援 の 内 容 、 規 模 等 に つ い て 必 要 な 調 整 を し な け れ ば な ら な い 。  

３  市 長 は 、 協 定 先 自 治 体 か ら 当 該 協 定 先 自 治 体 が 協 定 の 締 結 等 を

し て い る 市 区 町 村 が 被 災 し 、 こ れ に 対 し 連 携 し た 支 援 の 要 請 を 求

め ら れ た と き は 、 当 該 要 請 を 行 っ た 協 定 先 自 治 体 と の 協 議 に よ り

必 要 な 支 援 を 行 う こ と が で き る 。  

（ 費 用 の 支 弁 及 び 負 担 ）  

第 ７ 条  市 は 、 第 ５ 条 の 支 援 を 行 う と き は 、 当 該 支 援 に 要 す る 費 用

を 支 弁 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 市 は 、 法 令 に よ り 負

担 区 分 が 定 め ら れ て い る も の を 除 き 、 被 災 し た 協 定 先 自 治 体 と 協

議 の 上 、 当 該 支 弁 し た 費 用 を 負 担 す る こ と が で き る 。  

２  市 は 、 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 連 携 し た 支 援 を 要 請 し た と き

は 、 法 令 に よ り 負 担 区 分 が 定 め ら れ て い る も の を 除 き 、 当 該 要 請

に 応 じ た 協 定 先 自 治 体 と 協 議 の 上 、 当 該 協 定 先 自 治 体 が 支 弁 し た

費 用 を 負 担 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 市 は 、 被 災 し

た 協 定 先 自 治 体 と 協 議 の 上 、 当 該 被 災 し た 協 定 先 自 治 体 に 対 し 、

市 が 負 担 し た 費 用 の 負 担 を 求 め る こ と が で き る 。  
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３  市 は 、 前 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 連 携 し た 支 援 の 要 請 に 応 じ て 支

援 を 行 う と き は 、 当 該 支 援 に 要 す る 費 用 を 支 弁 す る も の と す る 。

こ の 場 合 に お い て 、 市 は 、 法 令 に よ り 負 担 区 分 が 定 め ら れ て い る

も の を 除 き 、 当 該 支 援 を 要 請 し た 協 定 先 自 治 体 と 協 議 の 上 、 当 該

支 弁 し た 費 用 を 負 担 す る こ と が で き る 。  

（ 市 民 等 の 支 援 活 動 に 対 す る 援 助 ）  

第 ８ 条  市 長 は 、 市 民 が 協 定 先 自 治 体 等 の 被 災 者 を 支 援 す る 活 動 を

行 う と き は 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 市 民 に 対 し て 必 要 な

援 助 を 行 う こ と が で き る 。  

（ 委 任 ）  

第 ９ 条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

 

附  則  

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  


